
27

単位

本数 4 (4) 4 (4) 4 (4) 4 (4)

本数 2 (2) 2 (2) 2 (2) 2 (2)

本数 1 (1) 1 (1) 1 (1) 1 (1)

本数 1 (1) 1 (1) 1 (1) 1 (1)

本数

千円

千円

千円

千円

千円

人

時間

千円

千円

円

人

＜施策重要度調査結果＞

23年度 24年度 25年度 26年度

施策Ｎｏ． 32 施　策　名 人権が尊重される社会の推進

主管課名 地域協働課

平成 年度実績に関する施策・基本事業評価表 （兼 主要な施策の成果報告書補足資料） 一般施策

基本目標№ 4 基本目標名 人と文化を育むまち

関係課名 全ての課

施策が目指
すすがた

・人権が尊重され、尊厳を持って個人が生きることができる社会となっています。
・性別による固定的な役割分担の意識をなくし、個性と能力が発揮される社会となっています。
・市民と在住外国人が共に暮らしやすい環境が整い、多文化共生社会が実現しています。

－

4,181

43,152

Ｆ．トータルコスト　（Ｂ＋Ｅ） －

施策の成果
向上に向けて
の住民と行政
との役割分担
や地域等へ
の期待など

事
業
所

・
市
　
民

・人権の大切さを理解し、一人ひとりの人権を尊重します。
・男女共同参画の目的を理解し、実践します。
・外国人が暮らしやすい地域社会になるよう協力します。

25年度 26年度 27年度

0.010

行
　
政

・小中学生への人権啓発活動や、DVに対する相談等の支援を行います。
・全庁を通じて各課等の所掌事務の執行や、公的な場で率先して男女共同参画の実践に取り組みます。
・市民に対して男女共同参画の意識啓発を行います。
・在住外国人が暮らしやすい環境を整えるとともに、日本語を教える日本語ボランティアの養成を支援します。

（
地
域

）

そ
の
他

0.707

27年度

0.127 0.092 0.116 0.060

0.570 0.3920.657

市民意識
調査結果

＜施策満足度調査結果＞※27年度は「実感度」

23年度 24年度

　うち基本事業④を構成する事務事業の数（うち自治事務数） － －

Ｂ．事業費　（事務事業の事業費合計） －

Ａ．本施策を構成する事務事業の数 － －

　うち基本事業①を構成する事務事業の数（うち自治事務数） － －

　うち基本事業②を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

施策の
トータル
コ ス ト

区　　　　　分 22年度実績 23年度実績 24年度実績 25年度実績

－ －

　うち基本事業③を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

100

　うち基本事業④を構成する事務事業の決算額小計 － －

　うち基本事業③を構成する事務事業の決算額小計 － －

－

10,369

13,597

Ｅ．人件費　（Ｄ×１時間あたりの平均人件費） － － 14,077 13,421 13,146

8

Ｄ．事務事業に要する年間総時間 － － 2,480

Ｃ．施策に携わる正規職員数合計 － －

26年度実績 27年度実績

1,564

　うち基本事業②を構成する事務事業の決算額小計 － － 1,564

1,925 1,473 1,482 3,228

　うち基本事業①を構成する事務事業の決算額小計 － －

－ －

効率性
指　標

　同　　　上
円 － － 361 338 336 315

Ⅰ．トータルコスト　（定義式　：　Ｆ／人口 ）

33 34 75
Ｇ．事業費　（定義式　：　Ｂ／人口 ）

　同　　　上
円 － － 318 305

市民１人あたりにおける施策の
円 － － 43

302 240
Ｈ．人件費　（定義式　：　Ｅ／人口 ）

魚津市の人口（各年度12月末時点） － － 44,315 44,036 43,555
参考

１時間あたりの平均人件費 － － 4,399 4,194 4,382

106105

401

593600

3,200

1,220 774

51

7

3,200

9

3,000

7

1,030

16,002 14,894 14,628
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1 ◎

2 ◎

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

Ｈ21年度実績

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ①

施策Ｎｏ． 32 施　策　名 人権が尊重される社会の推進

目標値（上段）及び実績値（下段）

30.0
19.9 21.7 22.5 21.5 19.1

27年度
（中間目標値）

32年度
（最終目標値）

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

基本事業名① 人権の尊重及び啓発

基本事業①の目的（意図）
人権が尊重され、尊厳を持って個人が生きることのできる社会の実現に向けた教育や啓発活動などの人権擁護
事業を推進します。人権、DV（ドメスティック・バイオレンス）や犯罪被害者支援などに関する市民相談体制を充実
します。

平成27年度における
主な事業内容（活動内容）

【人権啓発事業】
・人権擁護委員、保護司会と連携をとり、街頭での啓発パンフレットの配布や人権啓発人形劇の実施などの啓発事
業を行いました。
【非核・平和事業】
・市内小学校での「戦争と平和についてのおはなし会」のほか、戦後70年記念事業として平和の作文の募集や平和
祈念コンサートの開催を通じて、非核平和の重要性について市民への啓発を図りました。

人権を尊重し、お互いの個性と能力が発揮
されてきていると感じる市民の割合

％ 19.9
20.0 21.0 22.0 23.0 24.0

成果指標名 単位

№ 会計名 事務事業名
平成27年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円）

企画政策課

一般会計 人権啓発事業 475,000 463,652 11,348 Ａ 市民課

１次評価結果

一般会計 非核・平和事業 1,276,000 1,099,859 176,141 Ｂ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

合　　計 1,751,000 1,563,511 187,489

0

0

基本事業①を構成する事務事業の実績（◎：総合計画の主要事業　○：実施計画掲載事業　-：評価対象外事業）

25.0

16.5
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1 ◎

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

30.8 29.4 28.228.4 29.7

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ②

施策Ｎｏ． 32 施　策　名 人権が尊重される社会の推進

基本事業名② 男女共同参画の環境づくり

基本事業②の目的（意図）
女性も男性も、家庭、子育て・教育、仕事、人づくり・まちづくりなど、あらゆる分野において、誰もが喜びも責任も
分かち合い、個性と能力を十分発揮できる男女共同参画社会をつくります。

平成27年度における
主な事業内容（活動内容）

【男女共同参画推進事業】
・男女共同参画地域推進員による学習会や広報誌の発行、市民への普及啓発を目的とした講座の開催を行いまし
た。
・出会い・ふれ愛イベント事業では、イベントへの参加を通じて出会いの場を提供しました。
・魚津市男女共同参画プラン（第３次）を平成28年３月に策定しました。

成果指標名 単位 Ｈ21年度実績

目標値（上段）及び実績値（下段）

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
（中間目標値）

32年度
（最終目標値）

魚津市審議会等への女性の参加率 ％ 29.0
30.0 31.0 32.0 33.0 34.0

40.0

基本事業②を構成する事務事業の実績（◎：総合計画の主要事業　○：実施計画掲載事業　-：評価対象外事業）

№ 会計名 事務事業名
平成27年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円） １次評価結果

一般会計 男女共同参画推進事業 2,608,000 1,563,820 1,044,180 Ａ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

合　　計 2,608,000 1,563,820 1,044,180

地域協働課

35.0

未集計
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1 ◎

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

32年度
（最終目標値）

日本語ボランティア事業受講者数 人 15
15 16

11 12 13 14

17 18 19
25

15 17

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ③

施策Ｎｏ． 32 施　策　名 人権が尊重される社会の推進

17 18

基本事業③の目的（意図）
在住外国人が日々暮らしやすい生活環境を整えます。そのために日本語ボランティアを育成し、日常生活で使う
日本語や生活習慣を学ぶことにより、地域対応力を高めます。

平成27年度における
主な事業内容（活動内容）

【多文化共生推進事業】
・在住外国人に対する支援として、日本語ボランティアによる日本語教室を実施しました。
・日本語ボランティア講師による定例会を毎月（８・12月を除く）開催しました。

成果指標名 単位 Ｈ21年度実績

目標値（上段）及び実績値（下段）

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
（中間目標値）

0

0

基本事業③を構成する事務事業の実績（◎：総合計画の主要事業　○：実施計画掲載事業　-：評価対象外事業）

地域協働課

0

№ 会計名 事務事業名
平成27年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円） １次評価結果

一般会計 多文化共生推進事業 105,000 99,752 5,248 Ｂ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

合　　計 105,000 99,752 5,248

0

0

日本語ボランティア指導者数 人 9
9

18 18 18

基本事業名③ 多文化共生社会の推進

20
9 22 19

20

18

15

18
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施策Ｎｏ． 32 施　策　名 人権が尊重される社会の推進

　（成果水準が、ここ数年の間どのように推移しているか、近隣他市と比較してどうか、住民期待水準と比較してどうかなどを記述）

【①人権の尊重及び啓発】
◆市民意識調査では、人権を尊重し、お互いの個性と能力が発揮されていると感じる市民の割合は、ここ数年多少の変動はあるものの、21～22％
と横ばいで推移していましたが、平成26年度以降２年連続で減少傾向にあります。

【②男女共同参画の環境づくり】
◆魚津市審議会等への女性の参加率については、目標値に達していませんが、参加率はほぼ横ばいで推移しています。

【③多文化共生社会の推進】
◆日本語教室受講者数は横ばいであり、これに対応する日本語ボランティアの指導者数については目標値を上回りながら推移しています。

２．施策の成果実績に結びついている主な取り組み（事務事業）の総括

　（27年度において、施策及び基本事業の成果向上に貢献した主な事務事業の取組み内容を中心に記述）

【①人権の尊重及び啓発】
＜人権啓発事業＞
◆人権擁護委員による人権相談や啓発活動、保護司会を中心とした社会を明るくする運動などの活動を行うことにより、人権に対する意識啓発を
促しました。

【②男女共同参画の環境づくり】
＜男女共同参画推進事業＞
◆魚津市男女共同参画推進員魚津連絡会が開催する講演会や広報機関紙の発行を通じて、男女共同参画社会の推進への市民の意識の向上が
図られました。
◆男女の出会いの場が求められていることから、魚津市内の資源を活用して開催したイベントにより、参加者に出会いの場の提供を行いました。
◆魚津市男女共同参画プラン（第３次）の策定に向けて、市民委員会を４回、庁内推進会議を４回開催し、平成28年３月にプランを策定しました。

【③多文化共生社会の推進】
＜多文化共生推進事業＞
◆魚津市で就労、結婚等で在住する外国人に日本語ボランティアが日本語を教えるなど支援することにより、外国人が暮らしやすい地域社会づくり
が図られました。
◆国際交流サロン、国際交流フェスタや「ハロウィンin中央通り」などを開催し、大人から子どもまで幅広い年代層の国際交流を図りました。
◆日本語ボランティア指導員による定例会を開催して、各クラスの情報の交換・共有を図りました。

　（前年度末で残った課題、既に現年度で取り組んでいること、又は取り組むこととしている予定を記述）

【①人権の尊重及び啓発】
◆人権に関する相談は、DVやいじめといった関係部署との連携が欠かせない事例が多いため、今後も相談者への支援体制強化に努めます。
◆人権意識の啓発には青少年への教育が欠かせないことから、学校と協力し、人権・平和の大切さを学ぶ機会を設けていきます。

【②男女共同参画の環境づくり】
◆魚津市審議会等への女性の参加率が、近年、減少しているので、市役所各課及び関係機関等に対し、女性の審議会等への参加要請や啓発に
努めます。
◆魚津市男女共同参画プラン（第３次）YOU＆愛2016～2020の事業展開、指標達成を図るため関係各課で取り組むよう推進していきます。
◆DV防止のための啓発講座などに取り組むこととしています。
◆急激な少子化に歯止めをかけるため、「出会い・結婚」について、対象となる若者や未婚者の実情を把握し、働きかけることを意図する事業を実
施します。（事業名：こうのとりプロジェクト）

【③多文化共生社会の推進】
◆日本語ボランティアは、それぞれのクラスでの問題点や疑問点について、定例会などを開催するなどにより共有していますが、これを解消するた
めの助言・指導などの対応が必要です。
◆市民と在住外国人との交流の機会を増やすことに努めます。

27年度の
評価結果
（基本事業
の成果を

考慮し記載）

１．施策（基本事業）の成果水準とその背景

３．施策の課題認識及び取り組み状況
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経営戦略会
議における施
策の課題及

び方針

部会評価
（協議結果、
今後の方針
及び課題等
について記

載）

◆人権の尊重及び啓発については、関係部署等の連携により支援体制の強化に努めること。
◆男女共同参画の環境づくりについては、「魚津市男女共同参画プラン」の目標達成に向け、関係機関と連携して事業展開を図ること。
◆多文化共生社会の推進については、市民と在住外国人の交流機会の増加を図ること。

◆「魚津市男女共同参画プラン」の目標達成に向け、市民、事業者等と連携し、男女共同参画の促進に取り組みます。
◆市民と外国人の交流機会を増やし、市民と外国人がともに暮らしやすい社会をつくります。
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第９次基本計
画からの変更

点

従来の施策№30基本②「男女共同参画の環境づくり」を「～推進」へ変更。（施策№の繰り上げあり。）

28年度開始
の第10次基

本計画におけ
る対応施策

施策Ｎｏ． 施　策　名 基本事業① 人権の尊重及び啓発

31 人権が尊重される社会の推進
基本事業② 男女共同参画の推進

基本事業③ 多文化共生社会の推進

基本事業④
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